
脱炭素市民会議について

これまでの振り返り



真庭市の「脱炭素・SDGｓ」に向けた歩み
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ゼロカーボンシティゼロカーボンシティまにわ宣言ゼロカーボンシティまにわ宣言



脱炭素に向けた市民会議

「2050 年に，真庭市
が真庭市として存続し

ていてほしい」
（現役高校生）

R4年度に5回、R5年度 3回＋番外編、R6年度3回＋番外編



O K A Y A M A  
U N I V E R S I T Y

　今年の市民会議では

✓ さらに脱炭素の輪を広げよう

行政・企業など、それぞれの組織の活動は、カーボン
ニュートラルにどう影響する？

✓ 未来の世界をシミュレーションしてみよう！
　　カードゲーム「2050カーボンニュートラル」体験

・民間企業はどんな脱炭素アクションに取り組んでいる？
・脱炭素の輪、どうやってひろげよう？

・教えて！みんなの脱炭素アクション

✓ 脱炭素への挑戦！「真庭万博」

　「万博」をキーワードに、脱炭素の取組を知る！



真庭市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）取組指標①

名称 2030年度目標 2024年度末現在の進捗

公共施設のLED化件数 176施設
市役所本庁舎等 
27施設実施済

公共施設へ太陽光パネル設置件数 27施設
北房文化センター等 
９施設実施済

公共施設のZEB又は省エネ化件数 18施設
生ごみ資源化施設等 
17施設実施済

公用車（普通自動車）の次世代自動
車化

全普通自動車
EV15台、PHEV3台、
ミニカー2台導入済

公共的施設へEV充電器整備数
（一般開放分）

2030年22台 普通10台、急速3台整備済

EVごみ収集車導入台数 1台 導入検討中

EVシェアリング台数 2台 0台

木質バイオマス発電施設整備数 1基 整備検討中

目標達成のために2023年度から2030年度までの8年間に実施する事業



名称 2030年度目標 2024年度末現在の進捗

生ごみ等資源化施設・液肥濃縮施設
整備数

各1基 2025年1月～稼働中

既存のごみ焼却施設、し尿処理施設
の数

3施設⇒1施設に
統合

1施設に統合済み

新築住宅のZEH補助件数 80件 16件

市内事業者によるEV充電器設置補助
件数

急速24基
普通160基

0件

可燃ごみの量 7,800トン/年
9,581トン
（2024年度）

バイオ液肥利用農地面積 160ha/年 3.5ha（2024年度）

バイオマス燃料調達量 14万トン/年
10.8万トン
（第13期決算ベース）

目標達成のために2023年度から2030年度までの8年間に実施する事業

真庭市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）取組指標②


